



























































































































































































































































































数は、昭和５年の 112 名を最多に、いずれの年も 100
名前後を数えている。今回の調査では、現在の中島哲郎
施設長から児童ホームの推移をお聞きしたが、今後、船
上生活児童に対する当時の若松市の斬新な教育制度の評
価とともに、その事業内容を解明することで、船上生活
者の実態がより一層浮き彫りになってくるものと思われ
る。
本研究は緒についたばかりである。これから、地元の
方々のご協力で得た写真資料、オーラルヒストリー、聞
き書き、文献資料などを駆使しながら、船上生活者の歴
史的変容の過程と、洞海湾の環境・景観の変化を重ねて
究明していきたい。そうした船上生活者の変容と消滅の
過程は、わが国における近代化の歴史と問題点を解く鍵
であり、その意味では、本研究はわが国の近代化を問い
直す糸口ともなろう。
◎調査参加者：森 武麿（研究員）　田上 繁（同）　藤川美代子（研
究協力者）近石 哲（歴史民俗資料学研究科前期課程）　新垣夢乃
（同）平田茉莉子（同）
［付記］：現地調査では、３月の予備調査を含めて、文中に登場す
る方々のほかにも、元森昌彦さん（若松料宿飲業連合会会長）、白
木邦弘さん（福岡県立若松高等学校校長）、端野米泰さん（元 船
具店勤務者）、渋田俊美さん（元 石炭貨物汽車運転士）からも多
大なご協力、ご教示をいただいた。記して謝意に代えたい。何よ
りも調査を通じて貴重な資料に出会えたことと、多くの方々と知
り合えたことは望外の喜びである。
写真１	 海に林立する機帆船の帆柱（北九州市立若松図書館蔵）
写真２	 船上での「移動流し台」による炊事	（石橋英子さん提供）
研究調査報告
研究調査報告
研究調査報告
水辺の生活環境史
北九州若松洞海湾における
船上生活者の歴史的変容
田上　繁
	 （非文字資料研究センター　研究員）
